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旧 的】近 年，MRS は デ
ータ処理 プ ロ グ ラ ム 等 の 充実に よ り，個 人の 習熟度 に 影響 されず に 短時 間 に 解析可 能 とな っ て い る，さ らに検

査時 間 に お い て も，デ ータ収集時 間 を 上 回 る 時 閤 を要 した シ ミ ン グで は FIDの 調整 か ら積分値に 変換 とい うプ ロ セ ス を必要 と したが，

現在 で は同時に 観測で きる よ うに なり，時間 短縮が 図 られ て い る．また最 近 で は Muki 　Anglc　Projection　Shim （以 丁 ，　 MAP −Shim）が 導

入 され．短時問に磁場均
一

度の 補正が 可 能 とな っ て きた．今回，通常検査内に ト 2 箇所の ス ペ ク トル デ
ー

タ を収集す る こ と を 目的 と

して，こ の MAP −Shimプ ロ グ ラム の 信 頼 性 と再 現性 につ い て検討 した．シ
ーケ ン ス はSE，　 TR ：1500，　 TE ：135，繰り返 し回数 200回，

ボ ク セ ル サ イズ 20mm ×20mmx20mm で ある．

1方法 1乳酸 リチ ウム と酢酸 ナ トリウ ム が0．1モ ル 濃度 で 封入 され て い る MRS 用 フ ァ ン トム を使用 し，測 定位置 は fig．1に 示 すZ ≡0平 面上

の 中心点，中心 よ りXY 方向に±20mm とX ノ∫向 に±60mm の 各点 に 設定 し，　 MAP −Shim とLoca】−Shim後の 水 お よび前記内容物ス ペ ク トル

データ を 5R 間収集 し，双方の 信号強度お よびFWHM （以下，半値幅〉の 経時変化を確認 した ．また 中

心 部 で ボ クセ ル サ イズ が 10mm ，1Smm ，20mm ，40mm ，で の 比較 を行 っ た，さら に健常者 8 名の 人

脳 で 小脳，頭頂葉の デ
ー

タ を収集 しそ の 評 価 は水 デ
ー

タ 半値幅な らびに解析後の 半値幅 比 較 で行 っ

た．

【結果】フ ァ ン トム デ
ー

タはX ニ ー60〜＋60線 Lで の fig．2のMAP −Shim とfig．3の Local−Shhllの 半値幅 を比較

した．各ポ ジ シ ョ ン で は半値幅の 値 に 差は ある が 経時的に は 同程度 に成 っ て い た．信号強度 の グ ラ フ

は掲載 して ない が，中心 よ り60mm 離れ た両 サ イ ドで は信 号強度が 減衰 して い たが 経時的に は同程度

に安定 して い た．

　Fig．4はY 軸方向の 半値幅 デ
ー

タ で ，上 3 本がMAP −Shim ，下 3 本がLocal −Sbimを同 じグラ フ 上 で 比

較 した，ま た，フ ァ ン トム 中心 の A 点で，1辺 を］Omm ，15mm ，20mm ，4（＞mm と．ボ ク セ ル サ イ ズ を

変えたデ
ー

タで は サ イズが 小 さ くなれ ば，半値幅の 値 は 改 善 され，反 面．信 号強 度 は減衰 して い く傾

向に 有 っ た ．同
一
条件で は 1 辺 が 20mm の 値 に 対 し て 体積 が 半分程 度 と な る 1 辺 が ］S．・mm 以 下 で は 信

号の 劣化 が激 し くデ
ー

タ の 限界 と考 え られ る．脳 のMRS で は コ リ ン ，ク レ ア チ ン ，　 NAA 等の ス ペ ク トル

を目的と し，そ の 比 が 判 断材 料 と な る．健常 者 8 名 の 頭頂 葉 を測 定 した デ
ー

タで ，Fig．5がMAP −Shhn，
Flg．6がL 。 ca ［−Shim を表 し，　 MAP −Shim の 上 3 ラ イ ン を除 きLoca ］−Shim と 同様の 傾 向を示 し て い る．検

定 を 行 っ た と こ ろ 3種 の 比 に 有為 差 は ない とい う結 果 よ り8 名 に 限 っ て MAP −Shimは有 効 で あ る と言 え

る．同 様に 小 脳 を測 定 し た デ
ー

タで ，Fig、7 が MAP −Shim ，　Fig、8が Loca 】−Shim で ，双 方 は ほ と ん ど分離

して い る．検 定 結果 は ク レ ア チ ン fNAA比 に有 為差 は な く，他の 2 つ の 比 に 差 は あ っ た．　 MAP −Shim

デ
ー

タが ，比 較 的Loca ｝−Shim に 近 い 3 名 の み で 検 定 を行 っ た と こ ろ 有 為 差 は なか っ た．

【結論】フ ァ ン トム デ
ー

タ で は，測 定箇所 に よ る 経時変化は な く安定 し て い る．また ，中心 部 の 半値 幅 の

値 が 小 さ く，信 号 も強 い ため，磁場 の 中心部 を利 用 した方 が良 い デ
ー

タ が得 られ る．フ ァ ン トム デ
ー

タ

に 比 較 して 人脳 デ
ー

タ で は，測 定位 置 に よ る 半値 幅 の 変動 が 大 きい が こ れ は 組識 の 構造 が影 響 を及ぼ し

て い る こ と を，示 唆 して い る ．MAP −Shim に よ りMR ス ペ ク トル は 得 ら れ る が ，測 定場 所 に よ り差 が

認め ら れ る た め 事 前 に水 ス ベ ク トル 半値幅 を確認 す る事 が信頼度 を高め る上 で 必 要で あ る，MAP −Shim

に よ る 水 ス ペ ク トル 半値幅が
，

10Hz を越 え る 場 合は
，
　 Loca1 −Shimming が 必 要 で あ る．脳 内 の 測 定部

位 に は 依 存 され る が，ル ーチ ン 検査 時 に 附加 して 行 えは小児領域 等で ，利用価値は大 きい ．
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